






林木育種協議会が宮城県下で盛会に開催される

平成元年度の東北地区協議会は7月12，13日の

両日，仙台市において開催された。 また，現地検

討会は宮城県農業センター植物バイオ館において

開催された。

会議には林野庁，岩手大学，森林総合研究所東

北支所，東北育種基本区内の営林局・県，林木育

種協会，福島県のほか宮城県内から森林開発公団

仙台支所，林業公社，森林組合連合会および農林

種苗農業協同組合から50名が出席し活発な討議が

行われた。

議題等の主な内容は次のとおりである。

1精英樹選抜育種事業

東北育種基本区における昭和63年度の林業用桂

子の全生産量は2,536kgで，このうち2,436kgが採

種園から生産され，育種種子の占める割合は96％

である。また，スギさし穂の生産量は968千本で

すべて採穂園産である。

さらに，山行苗の生産量は48,265千本で，それ

に占める育種苗の割合は85％である。

育種苗の普及に関連して苗木生産や造林事業を

行っている宮城県内の関係4団体から，造林の現

場では育種苗を利用しているという認識が低いの

で供給される育種苗の特性を示すなどによって理

解が得られるのではないかという意見や，特にス

ギでは地位指数の低いところにも耐えられる品種，

雪による幹折れや根元曲りのしない品種，寒さや

乾燥に強い品種などが要望された。

2スギ精一英樹等の耐陰性検定について

複層林地業（樹下植栽）に適応する耐陰性の強

い苗木が必要とされている。 このため，当基本区

ではスギ人工林下に植栽する材料の選択を目的と

して，スギ精英樹等のさし木苗，実生苗を人工庇

陰地（相対照度10％，30％）と裸地に植栽して3

年間の生育経過から評価することとなっている。

各機関における63年度の取り組みは検定用の苗

木養成が主で，一部に検定を開始した機関がある。

本年度は多くの機関が検定を開始する計画である。

森林総合研究所東北支所からは検定を進めるうえ

で有意義な情報が提供された。

3気象害抵抗性育種事業について

スギ寒害抵抗性育種では現在までの調査結果か

ら東北林木育種場では凍害抵抗性を14クローン，

岩手県では凍害抵抗性を4クローン，寒風害抵抗

性を12クローン，宮城県では寒風害抵抗性を12ク

ローン確定した。また，青森県でも近々寒風害抵

抗性を10数クローン確定する見込みである。

スギ雪害抵抗性育種では末検定候補本の解消に

ついて討議された。

4地域虫害抵抗性育種事業について

スギカミキリ抵抗性候補木は63年度までに被害

林分から240本，既選抜母材から121本選抜された。

被害林分からの選抜が最終年度である本年度は

214林分1，314本に簡易検定が実施され，ほぼ計画

とおりの候補木が確保される見込みである。

5採種園． 採穂園の遺伝的改良について

次代検定林調査データの解析による精英樹の評

価結果や各クローンの着花性・発根性． 病虫害抵

抗性等の特性をもとに，既設の採種聞及び採楷園

から不良クローンを除去し，優良クローンを導入

する改良を行い，遺伝的素質のより優れた育種苗

を供給する事業が本年度から開始された。

この事業の進め方と既に公表した精英樹特性表

を利用した除去・導入するクローンの選別方法が

説明され，把握された特性の将来性，除去クロー

ンの考え方，高つぎ技術などについて意見交換が

行われた。

6交雑育種について

気象害や病虫害の抵抗性遺伝子を精英樹に取り

込んだ複合品種の創出や人工交配集団林造成の

資料を得るため，交雑育種の技術開発や組み合わ

せ効果の検討など回の林木育種場が進めている交

雑育種事業化プロジェクトの状況が説明された。

また，最近，宮城・秋田・山形の各県が行ってい

る複合品種創出の取り組み状況が紹介された。

7このほか，平成3年度を始期とする第3次育

種基本計画については，育種事業を進めていくう

えでの問題点の整理や作成にあたってのスケジュ

ールについて討議された。
（東北林木育種場育種専門官石井正気）


